
トラブルシューティング 

：エラーが発生した場合の対処。   “01”02“03”04“05”06“エラー      

   コントローラーＬＥＤディスプレイに表示されるエラーを確認します。 

◆エラーが有る場合 

１６進数２桁で最近のエラー４つ分を表示します。 

表示の順番は一番左が最新のエラーで、順に履歴を表示します。 

＜ 表示例 ＞ 

     ０８１２
 

 

 

アームリミットセンサエラー 

コマンドエラー 

 

コントローラーLED ディスプレイに表示されたエラー内容を下記に従い 

原因を取り除いて再運転してください。 

 

通信速度“９６

データビット“

ストップビット

０１ｈ ＲＳ４８５オーバーラン 

０２ｈ ＲＳ４８５フレーミング 

０３ｈ ＲＳ４８５パリティ 

０４ｈ ＲＳ２３２オーバーラン 

０５ｈ ＲＳ２３２フレーミング 

０６ｈ ＲＳ２３２パリティ 

が発生した場合。 

               

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

                      
“01”02“03”04“05”06“エラー発生 
           通信の場合              シーケンサの場合        T-BOX の場合 

エラー要因 

：通信設定が適正でない。 

：通信線にノイズが入っている。 

：ＲＳ232C ケーブル、T-BOX ケーブルを抜き挿しした。 

ＣＬＲキーを押して 

エラーを解除します。

シーケンサ“１０Ｈ”で 

エラーを解除します。 

“ＲＤ”コマンドを実行し 

エラーを解除します。 
エラーを解除後、通常運転を再開してください。 
◆通信設定◆ 

００ｂｐｓ”  

８ｂｉｔ” パリティ“無” 

“１ｂｉｔ” フロー制御“無” 


